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     デリス根 の有効成分 の定量 に關す る研究

                 (第2報)

   Rotenon及 びDegUelinの 溶液中に於ける變質並びに各種添加物の影響に就て

              武  居  研  究  室

           農學博士 武 居 三 吉 、

           農 學 士 多 田 康 二

             (2)

 デリス根の有効成分 は第1報 で述べた様にRotenoaとD3guelinで あつて其の他の微量結晶

威分は問題 こするに足 りないと云ふ事は其の後此の方面の研究が相當に進んだ今日で も攣 ρな

い・而 して此の雨物質の化學的定量法も種 々獲表 されて居 るにも拘 らす,余 等が第1報 で述ぺ.

た方法より以上正確な方法は知 られて居ない・藻

 余等はデ リス根の有効成分が溶剤中に溶液の欺態で長 く貯藏され ると時日の経過 と共に弐第

に共の効力を失ふ理由を研究する爲に昭和U年2月(ig36)か ら14年9月(三939)迄 の間に亘

つてデ リス根のベンゼン抽 出物を水分の極めて少いアセ トンと酒精の混合溶液 として各種の條

件で鯨藏して攣質の程度を槍べて見た.

 其 の結果此等の水 と混合し得る溶剤の溶液中ではROte虹onもDegueli旦 も時間と共に非結晶

性 の物質に攣化し其の攣化した.ものは生理作用(帥 ち毒性)も 漕失する事が知れた・而 して此

の攣質防1Lの 日的で各種の物質を添加して見たが,何 れ も何等の効果を示 さないのみならす.

或 る種の物質は意外に も却つて攣質促進剤となつた ものもあつた・從つて余等はデリス根の存

効成分を利用する際には如何なる形でも溶液状態として長 く保存する事は避けねばならない事

を知つた.砦

              實       験

  (五)試 料 の 調 製・

 デ リス根のべンぜン抽出物L3kgを アセ トン13Lと 酒精13Lに 溶解 し少量の不溶物を濾別

 芸 デリス根抽出物中の軍なる結晶性R.o織o亘 を定量する方法としては四盤化炭素を使用するのが便

 利の;i素であるが,非結晶物質r#のRoteno1}とDegUelinを 定量するには第1報 の方法以外には正確

 なものは無いと信ずる. 。
蘇 デリス根抽葺1物を脂肪類に溶醒して.光線と空氣から完全に保護された形態の如き物質は此の隈り

 てない.
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して之 を原液とした・此の原液を用ひ之に第 亘表に示す様な各種の添加物を加へ各種の條件で
 」

貯藏して試料とした.

                 第 1 表

   難 脳i添 ・吻 及縄 瞳1容 器 貯藏揃         ヨ

                             」

.1∵ 三 , 鴛畿 ,r㍊L歯

    3 "1水   5㎞  " } "
    4〃 フk  100cc 〃  〃

    5ノ'i蟻 酸 50g 〃 齢" 7

    6〃 … 酸 〃  〃 1(  )〃
    7〃 矛酉 石 酸 〃  〃1〃

    詑 贈 褒 娠 ;:11:
                             「

    10   〃    Hydrochinon    50g      〃        "

    11       〃        Re30rcin              〃               〃                〃

    12      〃   l   Pylogailol         "            "             "

    i3 〃 砕N。ph,h。1  〃 1 "   "

    互4   〃    β一Naphthol     〃       〃        〃       ・

蒋;灘 飾 謡1{・l
    I8〃 巨 ・・h・…  9 〃 1〃

  (2)労 祈 方 法            ・

 本實験は昭和If年2月1日 から開始し其の後約3年 牟の間に於ける適當な時期を選んで施行

した・定量法は第1報 で述べた方法に糠つたが必要な ものは豫め前虚理 を行つて後本法に櫨 り

行つた・部ち各試料1⑪Occ宛 を三角瓶に秤取し水浴上で溶飼を禿分に蒸溜し去 り乾燥後残澄に

其の3倍 箪のエーテルを加へて 放置し充分結晶を析出せしめ之 を濾別し結晶は乾燥秤量して

"結 晶Rotenon"の 量 とした・濾液はエーテルを溜去後眞室乾燥し秤量 して"Rotenon樹 脂,'

の量 を知る・庇の"Rotenon樹 脂"を 二分 して一は酸化脱水反憲を・他は直接脱水反慮を行

つて此の爾反鷹で得 られた"Dehydrb混 合物"の 差を以つて"有 効Dehydr(ト 混合物,・の量

                  (174)
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を知 り.髭 の者の2倍量と先に得られた"結 晶RQte駐 ◎n"の 量 との和を以つて試料中の"有 効

結晶量"と した.

 試料の内第1,2,3,4,5,8,9,及 び18號 ぽ豫備實験の紅果其の添加物に影響 されす第1報

の方法で支障な く定量を行ひ得るが其の他の ものは其の添加物の爲に直接此の方法では豫想量

の有効結晶量を得す.從 つて多少の前虞理を要した・巨ijち第2表 に示す檬にアルカ リ可溶性物

質 を添加 した樹脂はエーテル150ccに 溶解し之を食藍飽和の1.∫%NaOH液150ccで 輕(レ)く振

つて可溶物を除去し残流に就いて上記の方法で定(エ)量した虞第2表 に示す檬に此の程度のアルカ

リに依る前虞理を行つて も封照に比較して其の酸化並に直接脱水反慮生威物に影響のない事を
                                      ＼

知 つ た.

 術 ・Z一及 び β一Ngphtho1を 添 加 した もの は豫 備 試 験 の結 果, Rote簸on樹 脂 の酸 化 脱水 反 慮 め第 一

段 即 ち酒 精 溶 液 を アル カ リ性 に して 室氣 酸 化 をす る事 に依 り樹 脂 中 のRotenon→Rotenolon一 互

及 び 一蓋 にDegUelin→Degu萌 尊o王一1及 び 一藍 に攣 化 す る反 鷹 に 於 て其 の 杢 結 晶成 分 の 内約

80%は 直 ちに 脱 水 作 用 が 行 はれ て夫 々DehydrQ化 合 物 とな る故 に之 を 濾 別 した 後 濾 液 に就 い

て 上 記 の様 に アル カ リ前 虜 理 を し て後 一般 法 に依 磯 存量 を定 章 した.

                第  2 表

  R。t。n。n 、             lD・hyd・ ・混合物

  墜.聖 」 添 加 物 ド ア ル カ 腱 理1鹸 趨 水
   、 l                    l 酵     9   2

g i無  シ …無 腱 理    il・12  0・09

   !〆 ; 無    シ  iL5%NaOH(食 軟 含包和)i50ccで 振 る  1、Il     -

 1  ;
 湖 " 13g Resorcエn    "            -     0.1( )1

   〃 i〃      1〃            1.H    O.10
      i           I

   "i3gP・r・9・11・1 1" ・    11・13  0・10

   〃13舗 酸 1〃      L12  ・.・7
      [       1

騰畿司1  購 胃
 術葡萄糖及びG玉ycerinを 添加 したものか ら分離した"結 晶Rotenoa は之等添加物を附着

してゐるから湯で充分洗灘した後秤量した.

  (3)労 新 結 累

 牽づベンゼン抽出物並にアセ トン酒精原液の分析結果を掲げると第3表 の様になる.

                  (175)
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        、' 第 3 表

            誤 。。 。抽出物 。。,。 臨 賄 。伽 中
            1
                 (%)      (9)   結  晶  R

otenon        342            1.46

   Rotenon  番封    勇旨           」   6LO                  3.0( )0

   跳・・雌 働 雁纒 斜3・ ・{31:1  剛1:1重

   有 効 結 品 副 ・・7 … 呂

次に試料に就き約3年 牛の問に7回 分析 した結果を各回毎に示すと第4表 乃至第10表 の檬に

な ウ,以 上を絡括して表示すると第工1表の様になる'

            第 4 表

        (第1回 分 析 結 果.  昭 和1工 年2月)

 諜 添 加 物 焦講 ～讐 哩讐接 籍認
               9 .   9    ・ 9     9  

1ナ シL480.600.012.66

  2ナ シ1.400,600.012.57

  3水(5%) 1.35 0.590.01 2。55

  4アk(10%)L310.650.OI 2.56

  5        亘蓬毫          酸         1.40        0.70        G.02        2.74

  6『 吉 蕗菱!・09「0・830.012.68

  7 も 酒 石 酸  L27  0.74  0.02  2,68                        1

  8     Glyceri且        ! 1.38     0,66     0.011    2.66

  9そ 窮 萄 濁;「IL470.650.022.73

  10        Hydroc血ino捻           L 17        0.84        0。02        2・79

  1互     Resorcin          O.78     0.98     0.01     2。57幽

  12       Pyroga王lol           G.08       L24       0.01      2.53

  13     α一Naphth◎1       0.91     0.87     0.01     2.61

  14       β-Naphthol           LO39      G.90       0.02       2.78

  15   Salicyl酸      1.08   0・76   0.01   2・56

  16    酷 酸 及Resorcin     O.41    1.09    0.01    2・56

  17    酒 石 酸 及Resorci筑    0.68    0.95    0'01    2・55

  18     Lecithin          L34     (/60     0.01     2。51

            第 5 表

        (第2回 分 析 結 果.  昭 和II年4月)

灘 添 加 物"臨 乱 ～警 嘩㌫ 縫
、蜻                   9     9     9     9

  1ナ シ0.880.790.092.28
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  2ナ シ0、86・0.840・112・32

 .3     水    (5%)     1.08     0・80     0・1正     2・46

  4         水       (10%)         1.05         α・82         0・10         2・49

  5,,蟻   酸  LO6  0・74  0・05  2・44

  6        酉肯          酸 ・       (}・65        0・84        α10・ .     2・13

  7 酒 石 酸 LOO O・84 0・07 2・44

  8     Glycerin          O・96     0・86     0・09     2・4σ

  9・ 葡 嬉旨 糖 LO30・660・042・27

  10        Hydrochi益on            O.83        0・90        0・i3'       2.37

  11     R6sorcia           O,81     0.75     0。03     2.25

  12        Pyfogallo1              α20        1・07        α07        2・20

  互3  .α一N・phth・1    α78  0・89  0・17  222

  14     β一Naphthol        O・65     LO4     0・24     2・25

  15        Salicy1酸              0・86        0・69        0・三5    ド   1・94

  i6    酷 酸 及Resorcin     O・57    0・78    0・03    2・07

  17        酒 石 酸 及 Resorcin        O・60        0・90     .  0・02        2・36

  18        1■ecitllin               O・90        0.96        0.21        2.40

各 試 料 共 外 観 上 調 製 當 初 と 大 な る 攣 化 は 認 め な い.

              第  6 表      『

         (第3回 分 析 結 果.' 昭 和11年7月)

灘 添 加 物 臨孟 酸響 接 籍認
                  9・         9・        9・         9・

  iナ シ0.3σ0.760,16L46

  2   ナ 珊   シ   L!8   0.70   0.08   2.20

  37k(5%)1.e60.760.092.40

  4  容  (10%)  L16  0・78  0・09  2・44

  5         蟻           醒愛         0.96         0.81        0.05 噸       2。48

  6        酉岳        ' 悪菱        0.82.     ` 0.80        0.25        1.94

 ,7      酒   石   酸      1.05     0.85     0.i3     2.49

  8     Glycerin          O.95     0.83     0。11     2.39

  g葡 萄 籾11.!30.690.152.21

  10        Hydrochinon            O・73        0・83        0・10        2・27

  11       Resorcin  .          0.85       0,83       0.07       2.37

  12        Pyrogallol              LO4       '0・62        0・08        2・五(ヘノ)2

 13       α一Naphtho1          0.81       0・78    、  0・17       L93

 14    .β一Naphtho1       0・72     0・84     0・25     L90

 15       Salicyl酸             o.60       0.82     ・ o.16       L92

 16    購 酸 及Resorcin     O.34    0.94   ・0.09    2。04

 17   酒 石酸 及Res・ τcin   L26   0・89   0・45   2・14

 18         エノecithia                 O.80         0.70         0.05         2.10
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 外 観 上 の 攣 化

第18號 は黄 色 針 状 結 晶(F2⑪8-2150でDehydm混 合 物)少 量 析 出 せ る も 其 の 他 に は攣 化

が な い

     ㌧ 麿  第7表

      (第4回 分 析 結 果.  昭 和11年10月)
         8

 諜 添 加 物 翻 談騨 接 籍趨
           9    9け   9    9

  1ナ シ 微 量 ・・0.6垂0.2320.8

  2ナ シ1.520.450.122.18

  3         フ弓く       ( 5%)     「   0.9i         O,69         0。12         2.05

  4        ガ《      (10%)        α75        0.88        0.12        2.27

  5        蟻      、    酸        0.87        0.59        0.18  '      1.67

  6酉 緯 酸0.900.760,23L92

  7・}酉 石 酸0.97 0.67 0.18 1.95

  8     G玉ycer五践          o.76     0.86     0.09     2.39

  9葡 萄 糧10.960.810.132.22

 10       1主ydroch五non           1.24       0.66       0・12       2.42

 1亘    "  Resorcin          I  1.12       0.64       0.丘3       2.24

 12       Pyrogallol           U9       0.66       0,17       227

 {3     α一Naphtho1        0.89     0.74     0.19     L99

 14     β-Naphthol       O・70     0-90     0・27     L96

 15   Salicy1酸      ⑪.80   0.68   0.13   L90

 16   酉`酸及Resorci鍛    0.96   0.68   0.15   2.02

 }7    酒 石 酸 及Resorcin    L路     0.61    0.11    2.20

 18     Lecithin          O.80     0.84     0。20     2.08

         第 8 表

      (盛5回 分 析 結 呆. 昭 和12年 亙月)

 灘 遜 加 物 翻 調 豊膨ぬ 嘉晶黎
           9『   9    9    9

  置   ナ ・   シ   微 量   0.59   0.35   0.48

  2ナ シ1.000540.10L88

  3         ズk       ( 5%)         0.92         0.48         0.21         L46

  4         zk   '   (10%)         0.92         0.40         0、14         L44

  5  蟻   酸  0・81 、 α59 .0・22  1・5互

  6酉 晋 酸0。520.520.20.1.1β

  7 酒 石 酸 0・70 0.58 0・10 1.66

  8     Glycerin          O・70     0・78     0・13     2.00

    ・     (178)
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 』            一一 一                         一 一一・一一                   __一 一一.一.一甲一 一__.    ____

   9、 葡 ～萄 瀦宮 0,93、0.69 0.08 2'丘5

  10        1ヨ[ydrochinon          ・L28        0.66        020        2.20

  H      Resorcin    .     1.10     0.56      0.10      2.02

  12      Pyroga1101    .      L25      α44      0」1      1.9至

  13     α一Naphthol       O,33     0.85     0,05     L78

  14     β一Naphthol       O,60     0。85     0.亘3     聾84

  15       Salicy1酸            1.10       0.37       0.07       L60

  16    附 酸 及Reso∬ci且     LO1    0.5正    0.19    1.650

  17    酒 石酸 及Resorcin    L12    0.60    0.12    2.08

  18         Lecithin                 O.39         0.66         0.33         1。05

 外 観 上 の 攣 化

第6號 に 極 く微 量 のDehydro化 合 物 析 出 ・

第4號 に 極 く少 量 のRotenon結 晶 析 出 ・

第3號 は 僅 に 溜 濁 を 呈 し其 の 他 は 前 回 に 比 し 攣 化 は 認 め な か つ た.

                第  9 表

          (第6回 分 析 結 果.  昭 和12年7月)

灘 矯 加 顧 蔑謡 ボ響 響㌔ 熱 藝
                   9・        9・        9・        9・

   1  ナ   シ  0・曾0  0・58  0・34  α46
  2ナ シ0,950.540.!3L76

  3        7k       ( 5%)        0.78        0。43        0.17        董.30

  4フk(io%)0・640・240.160・8(へ)0

  5  蟻   酸  0・65  0・60-『0・18  亘・49

  6         酉柞          酸         0・77         0・26        タ0・08         i・13

  7酒 石 酸0.750.540.i2亘.59

  8     αycerin          O.59     0.82     0.15     1。93

  9葡 履言 孝聴0.84α50α 豆2L60

  10   Hydτ ・・hin・貧 。   Li2   0β2   0・05   L66

  1i        Resorcin                L星0         0.34         0,10         L 58

  12         PyrOgallol              L〔}5         0.88        0.亙5         L51

  13     α一Naphthol       O.28     0.82     0.26     1.40

  14   β一Naphth・1    微 量   0.85   0.36・  0・98

  i5       Sa!icyl l雪愛             0.76       0.30       0.12       0.92

  16       酉背酸 及Resorcin        O.86       0.57     ・ 0.18       L64 、

  17    酒 石 酸 及Resorch    O.78    0.28    0,06    L22

  18        工∠ecithin              O.0畳        0.47        0.42        0.11

 外 観 上 の 攣 化

前 回 に 比 し第3號 第4號 共 に 液 は 透 明 で 濁 濁 及 び 析 出 結 晶 な く弟5號 は 微 か に 漏 濁 し 第16號

                 (179)
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は前回の極 く微量の析出結晶を認めす.其 の他は攣化なかつた.

           御 第 10 表

        (第7回 分 析 結 果・ 、 昭 和14年9月)

  灘 添 加 物 翻 酸辮 嘱i海 籍(タ)認
                9・         9・        9・        9・
  1ナ シ0.000.560.S30.46

  2ナ シ.0.820.600。18L40

  3水(5%)0.360.610.22L1荏

  47丘 く(10%){撒 量0・520.220.77

  5蟻 酸0.190,550.280.73

  6        酉告          酸         0。54        0.48        0.18        1.且盈

  7          酒     石     酸         (二〇.03)         0,41          0,19          0.44

  8     Glycerin          O・15     0・47     0・19     0.71

  9         葡     萄     粧         0,56         0.50         0.Ii         1.34

  五〇         1{ydrochinon            LO5         0.38      9 0.21         1.39

  11        Resorcia               O.94        0.43        0.22        L36

  12       Pyrogallol            O.86       0.46       0.22       1.34

  13     α一Naphtho三       (0.48⊃    0.67 ・   0.40     0.20

  14       β一Naphthol          (0.35)      0.82       0.47       0.54

  15        Salic)「1酸             (ρ,08)       0.79        0.39        0」80

  16・        酉}辛酸 及Resorcin          O・81        0・44         0.2丘         1.27

  王7       テ酉石 酸 及Resorcin       O.00       α43       0.20       0.46

  18        Lecithi11               0.15        0。69        α171-       〔凱ll

結 晶Roteno且 項 中()内 の 激 宇 は析 出Dehydro混 合 物 の 量 を 示 す ・

外 観 上 第1號 ば 多 少 凋 濁 を 呈 し第3,4,6,7及 び お 號 は何 れ も極 く少 量 の,第i8號 は 多 量

のDehydro化 合 物 の 結 晶 が 析 出 し た ・   ・

   .        第 Il 表

馨ぐ愚 痴 蝋 糎1璽図
  1-  ・憾6「 ・281・.・6・82。481。46。 ・6

   ・ 一   ・5列 ・.321・.・ ・2.1剖1.881澗1.・ ・
          }    1

  3 水  (5%) a55 2・4612・40 2・05 1・461 L3011・14
                ;             1

  4 水  (10%) 2・56 2・49 2・44…2・27,L44iO・80 0・77

  5 蟻   酸 2.74 2,44 2.48 L6711。51 1.49 0.7(  )3    i           
l i l

              (180)   ・
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   6    酷         酸     2.68    2.1窪    1.94    1.92    L16    L13    Ll4

   7    酒     石    酸     2.68    2.44    2.49    1.95    1.66    L59    0.44

   8    '(}lycerin            2.66    2,46    2.39    2.39    2.00    1.93    0.「71

   9    葡    萄    豪籍     2.73    227    2.21    222    2。15    L60    1.34

   10 Hyd…hin・n  且79 2・37 2・27 2.42 2.20 i 1溺 1-39

   11    Resorci11           2.57    2.25    2.27    2.24    2.02 1  L58    1.3(く)6

   12  1 Pyrogallo1        2,53   2.20   2.12   2.17   1.91   1.51   1.34

   13  α-Naphtho1     2.61  2,22  1.93 「1.99  1.78  1.40  0.20

   14   βNaphthol       2.78   2.25   1.98   1.96   L84   0.98   〔〕.54

   捻 灘 臨 血 幾1:ll膿1:翫 瓢:ll l:ll
   17   酒 石 酸 及Resorci職   2.55   2,36   2,14  2.20   208.  1.22   0。46

   181Lecithin 。 且512・40且10 aO81例 α11α11

  (4)生 物 的 試 験

 各試料に就き其の化學的分析結果を確める爲に餓に封する毒力の比較を試みた・

 此の試験は昭和14年9月25日 か ら10月3日 に亘つて行ぴ當時の室温は21～23。zk温 は2i。

であつた・試験動物たる餓は矢髄大きさの同等の もの(重 量4～5g)を 撰別 し豫め冷藏庫内に

飼育して成るべ く彊健なものを供用した・

 先づ純Roten。nに 就 き豫備實験を施行し鱈の抵抗力(彊 さ)を 調べた・帥ち余等の研究室

           ②
で 何 時 ち實 施 して居 る様 に 結 晶Rotenon O・19を ア セ トン4gに 溶 解 し・ア ラ ビア ゴ ム29を

水100ccに 溶 解 した もの の 中に 烈 し く掩 搾 しな が ら注 入 して乳 濁 液 を作 り之 を1000ccに 満 し

て0・01%の 液 を得 て 原 液 と し,更 に水 道 で 適 宜 稀繹 して 試験 液 を作 つ た ・三 角 瓶(200cc容)に

試 験 液10σccを 取 り1瓶 に鱈1匹 を入 れ 同時 に5匹 に就 き其 の致 死 時 間 を測定 し各5匹 に封 す

る致 死 時 間 の 平 均 を見 た.其 の 結 果 は第12表 の 檬 で あ る.

                                   `

                第  12 表

      昭 和14年9月.28日 快 晴  室 温23。. 水 温21。.

  
   

                  (181)
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  薮に 。。は24時 間後 も尚生存せる事 を示す・

 尚比較 としてアセ トンとアラビアゴムのみか ら成る供試液を作 り同檬に試験した結果原液に
                                    `1.2)
相當する濃度のもので も全 く毒力を示 さなかつた.上 記の結果から見ると以前の成績にもある

様にRotenonは 上記の檬な濃度に於ては其の毒力の非常な伸張性の爲及び鱈の個別差の爲に

其の濃度と致死時間との間に一定の直線的關係を見出し得ない・併しなが ら局部的に例へば致

購 間力・… 鵬24時 間以離5逃 の内勲 ものもあ姓 存するもの ゆ る様な濃臨 揺 す'

ると當時に於ては}宝♂ 附近に方隻ては梢 々明瞭な相關關係を見る柳 ち爾者の聞に略々直線的

關係を見出し得るものであつて之を圖示すると第1圖 の様になる.

                 第  1  圖

      篠lll一ζ/  ・
                 !ノ !!
                !!

         130 140 150  160  17d 180 1qO 200 910 220  230  240  250 260  270 280

            ＼ __一  致 死 旦寺 a罰(倉)

 次 に試 料 に就 き其 の 各 々1ccを 探 り之 を適 當 に乳 化 し て1000ccに 満 た して 原 液 と し先 に 得

た 分 析 結 果 か ら 算 出 して 其 の各 々 の有 効 結 晶 量 が ↓丘♂ 及 び%×106に 略 々相 當 す る様 に 各 原

液 を稀 繹 し,封 照 と し て純Rotenonの%05,脇 ×105,哩・io6,%×106,の 液 を作 り同 時 に 上述 の

様 に 鱈 に封 す る毒 力 を比 較 試 験 した.

 試 料 は乳 化 して 試 験 液 を作 る難 易( )に依 つ て 次 の3群 に分 け各 群 毎 に純R・tenon液 と封 照 し

つX試 験 した ・

(1)第L2・3・4・io・H・12及 びi8號 は試 料!cc宛 を励 ア セ トンlcc宛 を加 へ 之 を ア ラ

ビア ゴ ム0.69を 水30ccに 溶 解 した もの の 申 に 烈 し く撹 挫 しなが ら注 入 して乳 化 しfOOOccに

満 し て原 液 と し之 は第13表 の様 に適 宜 稀繹 して 有効 結 晶量 が 略 々 駈06及 び%× 重♂ の濃 度 に

な る様 な試 験 液 を作 つ た ・

                  σ82)
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                第r13 表

    

 之等試験液の晒に樹する毒力試験の結果は第14表 の様になる・

                第  14 表

       (昭和14年9月29ボ 慨 晴 室 温28 水 温23.)

          

          
          

          

          
          

          

 (2)第5,6,7,15,16及 び17號 は各1ccを 取 リア セ トン1cc宛 を撫 へ,之 を5%酒 精 苛

性 曹 遽 で リ トマ ス試 験 紙 で 中性 に まで 中和 した もの を豫 め ア ラビ ア ゴ ム0.69を 火30ccに 溶

解 しだ もの の 中に撹 搾 しな が ら注 入 して孚L化 し之 をiooOccに 煽 して 原液 と し と(1)同 様 に分

析 結 果 か ら第15表 の 様 に適 宜 稀 繹 して 供 試 した ・

                  (183)
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            第 15 表

   
    
    

    

    

    
        

        

之等の試験液の餓に封する毒力試験の結果は第16表 の檬になる・ '

            第 16 表
             、

     r昭 禾日14年10月2日  日青  室 温22。  7k温210)

            1敷 死 時 間 ,

        試験液濃度 、 駈05 施 ×コ05 駈06 %X106

        Rotenon   86分  96分  139分  195分

               A 『  8   C

               分   分  分         
5仰   100   145  169      '

         686132162

         7 ・          109        162    183

         115            98       「144    201

         16             89      . 118    2σ琶
               (             '
         17           129       113    168

(3)第8,9,13及 び14號 は各1ccを 取り之にアセ トン2cc宛 を加へ,ア ラビアゴム α69

を水30ccに 溶解したものの申・に掩拝しなが ら注入して乳化し1000ccに 満して原液とし,(1)

と同様に分析結果から第17表 の様に適宜稀繹して供試した.   ・一"

              第 17 表

   ・(約%・ …)

      B
×%≒%×106

 〆  〃 ,

    〃

    〃     '

              (184)
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 之等の試験液の餓に蜀する毒力試験の結,果は第18表 の様になる・

                 第  f8 表

      (昭 和14年10月3日  曇後小雨  室温22。C  水温 210 C)

          

          

          

          

          
          

          

          

          

比較として以上3群 共夫々アセ トン,ア ラビアゴム,酒 精及び5%酒 精性翫 生曹達のみから

なる供試液を作 り同様に試験するに敦れも原液に相當する濃度のものでは全 く毒力を示 さなか

つた・以上の購に樹する毒力試験の結果を純粋Rotenonの 毒力を基礎として総括すると第19

表の様になる・

                第  f9 表

          ＼  致 死 時 間

          試 料 濃慶 豆≒駈評 。≒、、×1討
          番 號

           恥_・ 13。分  167分

             1       120       176

             21201174

                       1             3       126       亙80

             4       115       166

             5   136 1 144

             6       132       139

             7       151       157

             8       !44       173

             9       127       174

            10            120      監     166

            11           123           164

                  (185)
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             12          129          161       、

             13           121           198                           、

             14          127          171

             15 i 135   ・72

             16           110           172

             17           128           143

             18         -         164

 此の表で明かな様に大髄%× ■06程度の濃度に於ては純Rotenonの 其の濃度に於 ける致死畦

聞と略々近似値を示してゐる・此の事は化學的分析結果に示された償が略菱生物的試験に依つ

て確められる事を示すのみならす,以 前報告した様に一般にデ リス根 に含有せられる有効成分

の内Deguelin, Tox至carolの 檬な,或 ぼ二次的生成物 と見 られてゐるDehydrorotenon, Dehy-

drodegUeliaの 様な物は何れ も其の濃度が%×106以 下では購に劉する毒 力が殆んど無 いと去

ふ事が此の實験でも明にされた・                             、

                要      約         脚

 本研究の結果は第11表 に纒めた様に,

1.デ リス根の有敷成分を酒精アセ トンの無水の ものに溶解した場 合に光線 を遮つて置げば孚年

 位は大きな攣質を認めない.1年 後には約7吻 とな り,3.5年 後には約50%に なる・

2.デ リス根有数成分は上記溶剤溶液に於ては光線に依つて攣質する事が最 も激 しく・.約孚年で

 50%ど な り,1年 で20%迄 に減少し其後は大きな攣化を認めない・

3.溶剤中に水が混在す錫 合は5%容 量位迄 は大きな影響臆 いが1・ 矧 セなると著 しく顯

 を促進する・

4デ リス根の轍 成分の獺 嚇 。徽 な瀕 は 纏 の試験で 膿 見 し得な かつた 力雑

 Glucose, Hydrochi籍on及 びPyrQgal1。1等 は積 極 的 に髪 貫 を促 進 す る様 な作 用 『)ない事 丈 け

 は明になつた.

5デ リス根有敷成分が攣質して 如何なる物質になるかは不明である・一部分はDehyd「o化 合

 物になるかも知れないが,こ れは極 めて少量で寧ろ他の未知の非結晶性 の物質となるのが大

 部分である・                         .

鮪 燃 分の耀 混 しては第i報で述べた方法髄 當であ腺 は今度の試験結果窩 化學的

趨 法曜 験値から期 し鮪 鰍 頒 力・,第膿 囎 描 鵬 圃 する鋤 試繍 果と大

                   (186)
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 盤満足すべ き程度の一致を見て居る事で更に確誰 された・

本研究ρ一部は文部省科學研究費に依つて行つたもの価 つて滋 に深 憾 謝の麓 封 る

次第である.
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